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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により個人消

費に低迷がみられたものの、政府による経済・金融政策を背景に緩やかな回復傾向で推移いたしました。しかしな

がら、新興国経済の減速などが懸念され依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、引き続き「防災・省エネ・ＩＴ」をキーワードに設

備投資を実施しております。また、当期の方針として「顧客対応力の充実を図る」を掲げ、「人づくり」「仕組み

づくり」「ものづくり」の３つの分野を重点課題として定め、各事業において施策を推進しております。 

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、車両関係事業では、新車販売が消費税増税の駆け込み需要と

その反動減により減少したこと、また、予定されていた新型車の発売が遅れたことで登録車の販売台数が減少した

ため、前年同期の実績を大きく下回りました。また、産業機械事業も前年同期の実績を下回りました。一方、電機

機器事業及び冷間鍛造事業は前年同期の実績を上回りました。 

 これらの結果、当社グループの売上高は、前年同期比18.5％減の45億６千９百万円となりました。利益面では、

経常損失は３億８百万円（前年同期は３千１百万円の損失）、四半期純損失は２億６千７百万円（前年同期は３千

８百万円の損失）となりました。 

 

〔産業機械事業〕 

 主要な販売先である食品業界をはじめとして、設備投資への意欲は回復傾向にあります。そのようななか、改造

工事の売上は増加したものの、大型案件の売上が第２四半期以降にずれ込んだため売上高は前年同期比19.3％減の

４億６千４百万円となり、セグメント損失（営業損失）は８千万円（前年同期は６千９百万円の損失）となりまし

た。 

 

〔冷間鍛造事業〕 

 自動車部品は、納入先の北米向けピックアップトラック用部品が増加したため前年同期の実績を上回りました。

また、事務機・産業機械部品も前年同期の実績を上回りました。一方、電動工具部品は納入先の海外生産移行によ

り、一部製品の売上が減少したため前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比8.8％増

の４億５千３百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比54.3％増の５千１百万円となりました。 

 

〔電機機器事業〕 

 主力のＦＡ関連機器は、自動車関連が堅調に推移したほか、太陽光発電関連の需要が好調であったため、前年同

期の実績を上回りました。また、空調・冷熱機器は大型案件の売上があったため前年同期の実績を上回り、設備機

器も堅調に推移いたしました。これらの結果、売上高は前年同期比28.4％増の９億６千１百万円、セグメント利益

（営業利益）は、前年同期比474.7％増の１千万円となりました。 

 

〔車両関係事業〕 

 新車販売は、消費税増税後の反動減の影響が大きく、また、平成26年５月に予定していた新型車レヴォーグの発

売が遅れたことにより販売台数が大きく減少いたしました。また、中古車販売、輸入車販売、サービス部品部門も

減少いたしました。これらの結果、売上高は前年同期比30.6％減の26億６千５百万円、セグメント損失（営業損

失）は１億１千６百万円（前年同期は１億４千３百万円の利益）となりました。 

 

〔不動産等賃貸事業〕 

 売上高は、前年同期比0.5％減の２千３百万円、セグメント損失（営業損失）は１百万円（前年同期は７百万円

の利益）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、176億４千５百万円となり、前連結会計年度末から17億９千１百万

円減少いたしました。 

 この内、流動資産は75億１千７百万円となり、前連結会計年度末から18億６千１百万円減少いたしました。これ

は主に、現金及び預金の減少11億３千９百万円、受取手形及び売掛金の減少11億５千５百万円、商品及び製品の増

加１億２千４百万円、仕掛品の増加３億４千６百万円によるものであります。 

 固定資産は前連結会計年度末とほぼ同額の101億２千７百万円となりました。 

 負債合計は53億２千６百万円となり、前連結会計年度末から15億７千７百万円減少いたしました。これは主に、

支払手形及び買掛金の減少10億２千７百万円、未払法人税等の減少１億１千７百万円、賞与引当金の減少１億６千

２百万円、流動負債のその他の減少２億４千６百万円によるものであります。 

 純資産合計は123億１千８百万円となり、前連結会計年度末から２億１千３百万円減少いたしました。この主な

原因は、利益剰余金の減少３億円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成26年８月８日付当社「業績予想

の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました業績予想数値に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算方法

 当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を平均残存勤務年数に対応し

た割引率から退職給付の支払見込期間毎に設定された複数の割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が28,049千円減少し、利益剰余金が18,259千

円増加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,887,623 1,748,474 

受取手形及び売掛金 4,050,070 2,894,380 

商品及び製品 1,104,824 1,229,775 

仕掛品 773,216 1,119,748 

原材料及び貯蔵品 37,728 27,030 

その他 528,200 500,140 

貸倒引当金 △2,675 △2,171 

流動資産合計 9,378,988 7,517,379 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,573,300 2,864,996 

土地 3,276,745 3,276,745 

その他（純額） 1,506,231 1,131,556 

有形固定資産合計 7,356,277 7,273,298 

無形固定資産 234,986 247,273 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,096,958 2,238,451 

その他 369,264 368,915 

投資その他の資産合計 2,466,223 2,607,366 

固定資産合計 10,057,486 10,127,939 

資産合計 19,436,475 17,645,318 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,953,928 1,926,370 

短期借入金 440,012 490,012 

未払法人税等 134,764 17,005 

賞与引当金 378,618 216,476 

資産除去債務 3,890 3,890 

その他 1,407,262 1,161,075 

流動負債合計 5,318,476 3,814,829 

固定負債    

長期借入金 539,980 504,977 

役員退職慰労引当金 136,837 115,850 

退職給付に係る負債 388,850 315,706 

資産除去債務 38,746 38,872 

その他 481,610 536,471 

固定負債合計 1,586,025 1,511,877 

負債合計 6,904,502 5,326,706 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,337,000 1,337,000 

資本剰余金 1,833,576 1,833,576 

利益剰余金 8,588,168 8,287,455 

自己株式 △5,780 △5,798 

株主資本合計 11,752,964 11,452,233 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 848,450 934,983 

退職給付に係る調整累計額 △69,441 △68,604 

その他の包括利益累計額合計 779,009 866,378 

純資産合計 12,531,973 12,318,611 

負債純資産合計 19,436,475 17,645,318 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 5,609,295 4,569,433 

売上原価 4,548,589 3,740,514 

売上総利益 1,060,706 828,918 

販売費及び一般管理費 1,123,037 1,190,052 

営業損失（△） △62,330 △361,134 

営業外収益    

受取利息 257 88 

受取配当金 18,444 27,174 

受取保険料 － 16,267 

その他 19,806 17,658 

営業外収益合計 38,509 61,189 

営業外費用    

支払利息 1,297 1,980 

売上割引 5,737 5,262 

その他 924 1,193 

営業外費用合計 7,958 8,436 

経常損失（△） △31,779 △308,381 

特別利益    

固定資産売却益 738 2 

特別利益合計 738 2 

特別損失    

固定資産売却損 320 － 

固定資産除却損 3,278 4,557 

特別損失合計 3,599 4,557 

税金等調整前四半期純損失（△） △34,640 △312,936 

法人税等 4,216 △45,740 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △38,857 △267,195 

四半期純損失（△） △38,857 △267,195 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △38,857 △267,195 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 202,331 86,532 

退職給付に係る調整額 － 836 

その他の包括利益合計 202,331 87,369 

四半期包括利益 163,473 △179,826 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 163,473 △179,826 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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